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1．一
般に 、 大気中ガス成分の 露水へ の 吸収は気相の拡散抵抗

1・2）に よ り制限されて い る 。 露水内成

分濃度は雨水 に比して高い が、大部分がガス 由来成分で ある弱酸（HCO3
’
，　 NOi ，　 S（IV），

　 HCO （）
一
，

CH ，CO （）
’
）は 、 露水 中で は主要成分 とな っ て お り雨水 との濃度差は極めて 大きい 。そ こ で 、 本研究

で は露水中の 弱酸濃度の 支配要 因に つ い て 検討 した結果を報告する 。

2． 露水 と雨水 の 採取は神奈川大学研究 棟屋上（横浜市）で

行 っ た 。 露水は発泡ス チ ロ
ー

ル板上 に テ フ ロ ン シ
ー

トを

貼 り付 けた もの を用 いて 採取 した 。 また 、 雨水は 自動雨

水採取装置を用い て降雨量 1mm 毎に採取 した 。 採取 した

試料 は 重量測 定後 、吸 引 ろ過 し、 pH 、 酸化 還元 電位

（ORP ）、主要イオ ン濃度を常法によ り測定 した 。

3． 図 1に横浜で 採取 され た露水 の pH頻度 、露水量お よび

主 要イオ ン濃度 をpH毎 に示 した 。　 pH 　 5か ら6を最低値 と

して pHの 低下 および上昇 と ともに露水量が減少 し、 これ

に対応 して 主要 イオ ン濃 度が増加 して い るが 、 弱酸濃 度

は pHの 上昇 と と もに顕著 に増加 して い る 。 特に HCO3 一
濃

度 は高pH 側で高 く 、 露水pH の 上 昇は炭酸塩の 沈着に よ

る もの と思われ る 。 また 、 露水中で 弱酸が高濃度で存在

す る原因と して 、 pH が 高い こ とが挙げられ る が 、 同程度

の pH にお い て も露水 中の 全 陰イオ ン濃 度 に対す る弱酸濃

度の 割合は雨水 に比 して 高 くな っ て い た。そ こで 、次に

雨水 中 に比 して 露水 中で 弱酸 が安定 に存在 して い る原因

に つ い て検討 した。2000年 3月か ら2002年 5月に採 取 され

た 露水 の 体積加 重平均pH は4，84（3．16−7．27）、体積加重平

均ORP は492　mV （416−575　 mV ）で あ っ た 。図2に横浜で採

取された露水 と雨水 の pH とpε （＝ FEh　1（2．3　x　R7），　F： フ ァ

ラデー定数（9．64xl （メ　C　mol ”
），　Eh：ORP （V ），　R ：気体定数

（8．31　J　K ’i　mol
’i
），
　T 気温（298．15　K ））の 関係 を示 した。両降

水と もpH の 低下 とともに 、　 PEは上昇 し回帰直線 の 傾きは

ほぼ 同じ（露 D ．45
， 雨 一〇．41）で あ っ たが、全体 的に露水 の

peは雨 水よ り低 くな っ た 。 露 は地 表 付近 で生 成 す るた

め 、そ の 組成は雨水よ りも土壌成 分 の 影 響を強 く受 け

る 。フ ミ ン酸な どの 土 壌成分が露 を よ り還元的 な状態 に

す る こ とと、H202 の よ うな酸化性成分 の 露水 へ の 吸収 が

気相の拡散抵抗
1・2）によ り制限 され る こ とか ら露水 の peは

雨水よ り低 くな っ たと思われ る 。そ の 結果、露水は雨水

よ り還元的な状態に な り、取 り込 まれ た弱酸は酸化 され

ず安定に 存在 して い る もの と思われ る 。
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Fig．1．　Dew 　event 　frequency，　dewwater
amou 皿ちand 　the　composition 　ofdewwater 　as

a 血nction 　of　dewwater　pH　in　Yokohama
廿o窪n ，1993to　2001．FA ，　AA ，　and 　OA 　mean

HCOO ’
，
　CH3COO ’

，
　and 　C2042’

，
　respectively ．
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Fig．2R ．e韮ationship 　betWeen　pε and 　pH　i皿
dew− and 　rain 　water 　in　Yokohama 。　 The
open 　and 　closed 　ch℃1es　are　the　obseved

vaiues 　of 　dew− an¢ ra血water ，　respectively ・
Dewwater　was 　colleCted 　from　March　in
2000to　May 　in　2002　and 齟 iwater　was

colleCted 　from　August　to　Nevamber　in　2001．
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